
　

町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例

の
内
容
等
の
整
理
を
含
め
た
見
直
し

は
、今
年
度
中
を
目
途
に
進
め
て
い

ま
す
。

③
無
償
化
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
の
か
。

　

公
会
計
化
は
透
明
性
の
あ
る
会

計
処
理
が
第
一
の
目
的
で
無
償
化
へ

の
ス
テ
ッ
プ
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

県
内
で
は
現
在
無
償
と
し
て
い
る

団
体
は
な
く
、今
後
は
町
の
財
政
状

況
等
も
考
慮
し
、将
来
の
適
切
な
時

期
に
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

★
災
害
対
策
に
つ
い
て

①
吉
井
川
水
系
吉
井
川
等
浸
水
想

定
の
中
に「
1
0
0
年
に
一
度
の
大

雨
」と
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

水
防
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
も

の
で
、こ
の
浸
水
想
定
は
指
定
の
前

提
と
な
る
計
画
降
雨
が
、吉
井
川
の

和
気
町
内
、岩
戸
地
点
上
流
域
で
、

平
均
２
日
雨
量
が
2
6
6㎜
と
い
う

想
定
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

②
町
で
過
去
最
大
の
大
雨
は
何
時

ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
。

　

平
成
10
年
10
月
17
日
か
ら
18
日

に
か
け
て
の
台
風
第
10
号
に
よ
り
最

大
雨
量
2
2
2㎜
を
記
録
し
て
い
ま

す
。ま
た
、昭
和
47
年
７
月
11
日
か

ら
12
日
に
か
け
て
の
長
雨
後
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、町
内（
旧
鏡
野
町
）の

中
小
河
川
が
氾
濫
し
災
害
救
助
法

の
適
用
を
受
け
た
と
い
う
記
録
も

残
って
い
ま
す
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成
25
年
に
全

戸
配
布
さ
れ
て
い
る
が
知
ら
な
い
住

民
も
多
い
。機
会
あ
る
ご
と
に
啓
発
を
。

　

自
主
防
災
組
織
等
への
出
前
講
座

の
開
催
に
よ
り
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
の
意
義
、記
載
内
容
、避
難
方
法

の
周
知
を
図
り
ま
す
。

★
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

①
資
機
材
の
購
入
費
補
助
が
10
万
円

程
度
で
は
不
足
だ
が
、増
額
検
討
は
。

　

増
額
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

１
世
帯
当
た
り
１
千
円
の
世
帯
数
加

算
助
成
と
併
せ
て
活
用
い
た
だ
き
、

計
画
的
な
整
備
の
推
進
に
ご
理
解

願
い
ま
す
。

②
町
は
組
織
に
計
画
的
に
出
向
き
、

避
難
場
所
や
訓
練
の
必
要
性
を
説

明
、啓
発
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
活
動

支
援
、出
前
講
座
の
開
催
に
よ
り
、住

民
の
危
機
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

★
教
育
強
化
対
策
に
つ
い
て

①
基
本
的
人
権
思
想
を
高
め
る
施
策
は
。

　

講
演
会
や
研
修
会
、人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
啓
発
活
動
等
の
取
り
組
み

を
行
って
い
ま
す
。

②
児
童
・
生
徒
の
教
育
強
化
は
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
、

教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、意
識
や

知
的
理
解
を
深
め
、自
分
と
他
の
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
が
、様
々
な

場
面
で
具
体
的
な
行
動
に
現
れ
る
よ

う
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
町
民
へ
の
啓
発
活
動
の
実
践
は
。

　

今
後
も
差
別
や
偏
見
の
な
い
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、人
権

教
育
の
推
進
、講
演
会
等
を
充
実
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
等
を
活
用
し

啓
発
に
努
め
ま
す
。

★
上
水
道
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

①
水
質
検
査
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

　

上
水
道
及
び
各
簡
易
水
道
の
10

施
設
で
す
が
、水
道
法
の
基
準
に
基

づ
き
毎
月
現
地
で
取
水
し
、公
の
機

関
に
水
質
検
査
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、全
施
設
と
も
水
質

に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
上
齋
原
地
域
の
異
常
高
低
温
は

改
善
で
き
な
い
か
。

　

原
因
と
し
て
は
河
川
の
表
流
水
を

取
水
し
、原
水
の
温
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
、管
路
の
埋
設
深
が
管

材
の
耐
久
性
の
向
上
に
伴
い
、経
済

性
を
考
慮
し
て
浅
埋
と
な
り
、地
表

熱
が
本
管
に
伝
わ
り
全
体
的
に
暖

か
く
な
って
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
然
現
象
に
よ
る
要
因
が
大
き
い

た
め
改
善
は
無
理
と
考
え
ま
す
が
、

水
質
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
他
地
域
か
ら
苦
情
は
な
い
の
か
。

　

工
事
に
伴
う
断
水
等
で
発
生
す

る
事
案
で
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は

稀
に
あ
り
ま
す
が
、水
温
の
苦
情
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

★
第
三
セ
ク
タ
ー
の
決
算
と
対
策

①
一
般
財
団
法
人
鏡
野
町
振
興
公

社
の
経
営
に
つ
い
て
。

　

実
施
事
業
等
会
計
の
内
、農
業
関

連
事
業
は
赤
字
で
す
が
、そ
の
他
会

計
の
夢
広
場
運
営
会
計
及
び
法
人

会
計
を
合
わ
せ
、経
費
の
節
減
や
営

業
努
力
に
よ
り
、1
3
7
万
２
千
円

の
黒
字
で
す
。

②
株
式
会
社
未
来
奥
津
の
経
営
に

つ
い
て
。

　

2
1
0
万
３
千
円
の
赤
字
で
す
。

職
員
は
昨
年
度
の
赤
字
を
受
け
、努

力
し
ま
し
た
が
、冬
季
雪
が
降
ら
な

か
っ
た
た
め
、除
雪
作
業
の
委
託
料
の

減
少
と
、「
富
の
と
ろ
温
泉
天
空
の

湯
」の
源
泉
ポ
ン
プ
の
故
障
で
、約
７

か
月
間
休
業
し
、そ
の
関
連
施
設
も

含
め
、収
入
減
と
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

③
一
般
財
団
法
人
上
齋
原
振
興
公

社
の
経
営
に
つ
い
て
。

　

２
３
８
０
万
８
千
円
の
赤
字
で
す
。

恩
原
高
原
ス
キ
ー
場
始
ま
っ
て
以
来

の
雪
不
足
が
原
因
で
、過
去
最
少
の

ス
キ
ー
場
の
運
営
日
数
、ス
キ
ー
場
の

滑
走
不
可
に
よ
る
宿
泊
客
の
キ
ャ
ン

セ
ル
、温
泉
利
用
者
の
減
少
な
ど
関

係
施
設
が
大
き
く
収
入
減
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、除
雪
作
業
の
委
託

料
の
減
少
に
よ
り
一
層
赤
字
が
進
み

ま
し
た
。

④
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
登
美
の
経
営

に
つ
い
て
。

　

収
入
は
国
の
交
付
金
や
補
助
金

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、経
営
は
比
較

的
安
定
し
、新
た
に
富
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
管
理
等
を
受
託
し
、作
業
受

託
収
入
の
増
加
等
で
、2
1
3
万
５

千
円
の
黒
字
で
す
。

⑤
人
形
峠
原
子
力
産
業
株
式
会
社

の
経
営
に
つ
い
て
。

　

2
6
0
万
７
千
円
の
黒
字
で
す
。

　

昨
今
、人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
の
契
約
形
態
も
、従
来
の
指
名

競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札
に

変
更
さ
れ
、次
々
と
同
業
他
社
が
参

入
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、経
営
努
力

に
よ
って
、な
ん
と
か
契
約
を
確
保
し
、

そ
う
し
た
こ
と
が
黒
字
の
原
因
に

な
って
い
る
と
考
え
ま
す
。

⑥
各
社
の
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
方
は
。

　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
中
に
は
、単
純
に

収
益
の
み
で一律
に
評
価
で
き
な
い
部

署
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
後
も
経

費
節
減
を
続
け
な
が
ら
、新
た
な
自

主
事
業
の
事
業
展
開
な
ど
を
行
い
、

交
付
金
や
補
助
金
に
頼
ら
な
い
安
定

的
黒
字
化
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

⑦
未
来
奥
津
の
安
定
的
な
運
転
資

金
の
た
め
に
平
成
22
年
に
８
０
０
０

万
円
貸
し
出
し
て
い
る
が
返
済
は
。

　

様
々
な
原
因
に
よ
り
２
年
継
続
し

赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、流
動
資
産

の
現
金
及
び
預
金
が
返
済
可
能
な

金
額
が
あ
る
た
め
、町
への
返
済
は
今

後
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

⑧
未
来
奥
津
に
貸
し
出
し
時
の
再

建
計
画
が
計
画
ど
お
り
に
な
っ
て
い

な
い
が
、町
長
の
所
見
は
。

　

再
建
計
画
時
は
消
費
税
が
８
％
で

の
計
算
は
行
わ
ず
、地
方
で
の
景
気

の
低
迷
、国
道
1
7
9
号
線
の
交
通

量
の
減
少
等
に
よ
り
、計
画
に
遅
れ

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、社
員
の
意
識
も

徐
々
に
変
わ
り
、各
部
門
で
も
自
主

的
に
新
た
な
事
業
を
研
究
中
で
す
。

今
後
も
、再
度
の
消
費
税
の
増
税
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、経
費
の
節

減
等
出
来
る
限
り
支
出
を
減
ら
し
、

黒
字
化
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。

⑨
未
来
奥
津
の
損
益
計
算
書
の
営

業
外
収
益
の
補
助
金
6
9
5
万
円

は
何
の
補
助
金
か
。
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